
個性化し、深化した学習発表会 ご感想はいかがでしたか 
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西本梅小学校だより 
基礎・基本の徹底と考える力の育成による学力の充実・向上と個性を生かす教育の推進 

〒６２２－００６６ 京都府南丹市園部町南八田中山１７ ＴＥＬ ０７７１－６５－００１４   ＦＡＸ  ０７７１－６５－０６６２ 

    ホームページ（ＨＰ）もご覧ください http://www.be.city.nantan.kyoto.jp/nishihonme-es/ 

今年度の本校研究は

算数科です。先日も

佛教大学の黒田准教

授を招き、算数科授

業研究会（1年）を
行いました。これは

その時の教室に掲示

されていたもので、

学習の手順を子ども

たちに示し、1年生
なりに見通しをもっ

て学習するようにう

ながしています。  

 教育の大きな責任に「伝承」があるといえます。「伝」は伝えること。私たちが長

年受けついできた知恵や技を、つまりは健康で文化的な、そして人々が協力し合って

暮らしていくうえで大切なことを子どもたちに伝える仕事です。「承」はうけたまわ

ること。子どもたちの側から言えば「うけつぐ、うける」意味です。子どもたちは、

うけついだことをもとに、自ら考え行動する力を身につけていきます。 

 この過程を今回の学習発表会に見ていきますと、低学年は生活科や家庭生活で学ん

だ内容を発表しました。高学年は、総合的な学習の時間をはじめ、学校での様々な分

野の学習から自分が深めるテーマを選び、個人研究（追究）してきたことをまとめ、

発表しました。国語科を中心として身につけてきた話す力・伝える力、図表などに表

現する力を生かし、子どもどうしで聞き合う場面を広げたり保護者の皆様にご参観い

ただいたりして、多くの聴衆の前で発表する体験をしました。 

 上の写真は、左が１年生の○○○○君が「がんばってさいごまでやりました」と題

して、お米の研ぎ方を実演しているところです。右は、６年生の○○○○さんが「南

八田の歴史」と題して、①南八田の名前の由来、②戦場になった南八田、③曹源寺に

ついて、④南八田のみょう字の順で発表しているところです。 

 学習発表会では、個人研究として「自分にとって切実な課題、自分ならではの課題

を追究」するようになり、緊張の中にも「聞いてくださる方により分かりやすく工夫

して」発表するようになってきました。 

 保護者の皆様には、年末が迫り何かとお忙しい中、参観していただいて、ありがと

うございました。また、子どもたちの発表に心温まるご感想を披露していただき、厚

くお礼申し上げます。 
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ビートフェスティバルで熱く燃えた太鼓クラブ 

 この秋の子どもたちの学校生活は健康で活気にあふれ、とて

も充実したものがありました。本紙では、紙面の許す限り、そ

の思い出をふり返ってみることにします。 

 まず、太鼓クラブは、１０月３１日（土）、南丹市国際交流

会館で行われたビートフェスティバルに出場しました。先輩か

ら受けついできた演奏・演技の心と技を自分たちのものとし、 

今年度の発表にあたっては、メンバーが心を一つにしてすばら

しい発表に仕上げていました。 

未来への確かな目を持とう ５年生の自動車工場見学 

 全国各地で新型インフルエンザが猛威をふるいはじめ、京都府内の学

校では学級閉鎖・学年閉鎖が増えてきた１１月でした。しかし、川辺・

摩気・西本梅３小学校の５年生は、お互い健康に注意して、１１月２日

（月）、全員元気に合同自動車工場等の見学に出かけました。 

 未来は「バラ色」とは決していえない現代ですが、この見学を通して

未来への確かな目を養ってほしいと思います。あわせて、修学旅行もと

もにする３校ですので、その絆をより強いものにと願っています。 

チームワークばつぐんのＰＴＡ資源回収 

 １１月８日（日）には、資源回収に取り組んでいただきました。最

近では、つねに資源回収の業者さんが地域を回っておられる中で、Ｐ

ＴＡのため、すなわち子どもたちのためにと、新聞紙などを１年間た

めておいてくださるご家庭も多く、地域の皆様のご協力に感謝いたし

ます。本当にありがとうございます。 

 ＰＴＡ会員の皆様には、会員数減少の中、家族ぐるみのご協力をい

ただき、ありがとうございました。子どもたちもよくお手伝いをして

くれました。 

 二つの駅伝大会をめざしてがんばった選手たちをたたえます 
 １１月７日（土）、南丹・船井小学校駅伝競走大会が、同２１日（月）に

は、南丹地区小学校駅伝競走大会（キッズふれあい駅伝）が、いずれも園部

公園陸上競技場で開かれました。本校では、あかまつ生活体験学校を終えた

ころから本格的に練習を開始し、４年生以上の多くの子どもたちが、選手と

して出場することをめざして、一生けんめい取り組んできました。 

 強い気持ちを持ち、合理的でしかも気合いの入った練習を重ね、応援した

子どもたち、選手をめざした子どもたち、選手に選ばれた子どもたちは、そ

れぞれに本当に立派でした。 

 結果は、南丹・船井駅伝が完走３９チーム中３７位（持久走の部は○○○

○君・○○○○さん）、キッズ駅伝が完走４１チーム中４０位（持久走の部

は○○○○君）でした。チームとしての２回の成績を比較すると、なんと１

分０９秒も記録を短縮しています。（ちなみに優勝チームは０分２２秒の短

縮） これは、南丹・船井駅伝の結果に意気消沈することなく、新たな気持

ちで取り組んだあかしで、本当にすばらしい子どもたちです。しかし、くや

しくもあり、キッズ駅伝の次の登校日である１１月２４日の朝から、４・５

年生はいっしょになって朝の持久走運動に取り組んでいました。 
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班行動で京都市内歴史見学を無事終えた６年生 

 ６年生は１１月１３日（金）に京都市内歴史見学を行いました。ふだ

ん学校生活で活動している３つの班ごとに、自分たちでどの史跡にどの

ように行くかを決め、当日も自分たちの力だけで見学してきました。昨

年度の６年生も経験しているとはいえ、今年の６年生にとっては、もち

ろん初めての経験です。      （写真は養源院参道を行くＢ班） 

 見学したいところと交通機関の時刻表など、さまざまな条件の折り合

いを付け、計画を立て、全員無事に帰ってきました。 

 「ありがとう清水寺への道案内」（友加里） 

自然クラブのみなさん 頑張ったで賞 おめでとう 

 農芸高校主催「農芸グリーンピック」に、自然クラブが栽培・収

穫・彩色したヒョウタンを応募したところ、「頑張ったで賞」に入

選となり、農芸祭当日に表彰していただきました。自然クラブのみ

なさん、おめでとうございます。 

 今年度の自然クラブのみなさんは、農芸高校のみなさんとのふれ

合いをはじめとして、るり渓の水晶廉（すいしょうれん）の調査や

奥村はるみ先生にご指導いただいての土人形製作など、その活動は

とても充実していました。 

農芸高校環境緑地科３年生のみなさんありがとうございます 

 農芸高校さんは、「小学生と花や木など自然とふれ合い、自然の

大切さについていっしょに考え、農業のすばらしさをわかってもら

う」ことを大切にして、おりおりに本校の子どもたちと多様なふれ

合いをしていただいています。 

 このたび、同校環境緑地科３年生のみなさんが「環境緑地科で身

につけた知識を地域の小学校で生かして、農芸高校環境緑地科での

学習を分かってもらう」というねらいのもと、９月３０日から同校

での学習の合間を縫うようにして本校に来ていただき、花壇の再生

に汗を流してくださっています。完成が楽しみです。 

 西本梅学くんが「にしきのトンネル」を楽しみました 

 今日は。ぼくは西本梅小学校３年生の西本梅学です。 

 今年の秋は、紅葉（こうよう）がとてもきれいでしたね。そこでぼ

くは「るり渓賛歌」３番の「にしきのトンネルくぐりぬけ 秋がきた

きた るり渓に まつのみどりに ナナカマド イロハモミジも あ

でやかに」と歌われるけしきをさがしもとめ、秋を楽しみました。 

 まず、「にしき」とは「金銀の糸や、そのほかの色の糸できれいな

もようをおったあつ地の絹織物（きぬおりもの）」と国語辞典に説明

してあって、紅葉がきれいなさまを「にしき」にたとえていると分か

りました。「ナナカマド」は、高さは高くなっても１０㍍ほどで、秋

に真っ赤に紅葉します。木の幹はとても固くて「七回もかまどで燃や

すことができる」ことから「ナナカマド」というそうです。「イロハ

モミジ」は、葉がてのひらのように深く切れ込んでいるもみじで、そ

の数を「イロハニ・・・」と数えたことから名がついたらしいです。 

 ぼくは、この秋に西本梅のきれいな紅葉を見られてよかったです。 
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編集後記 

これからの行事予定 

１２月 
 １日（火）登校指導 

 ２日（水）がんばりタイム 

      東14:25 西14:46 南14:23 
 ３日（木）持久走大会②～中間 ６年租税教室 

 ４日（金）人権意見発表会（参観・発表会） 

      ＰＴＡ人権研修 計算チャレンジ 

 ７日（月）漢字チャレンジ あかまつ班遊び 

 ８日（火）お話タイム 持久走大会予備日 

 ９日（水）がんばりタイム 水曜バスダイヤ  

１１日（金）集金袋配布日 

１４日（月）集金日 

１６日（水）地域児童会⑤ 水曜バスダイヤ 

１７日（木）持久走タイム記録会 

２３日（祝）天皇誕生日 

２４日（木）給食終了 短縮４校時 東13:20  
      西13:40 南大谷は東バスに乗車 
２５日（金）終業式 大掃除 下校指導 短縮④  

      東12:18 西12:38 南12:23 
２６日（土）～２２年１月５日 冬休み 

平成２２年１月当初予定  
 ６日（水）始業式 席書大会 短縮④ 

      下校は１２月２５日に同じ 

 ７日（木）給食開始 短縮④ 地域児童会  

      下校は１２月２４日に同じ 

 ８日（金）平常授業開始 

１１日（祝）成人の日  

表彰されたお友だちの紹介 

 駅伝大会出場・力走をたたえて記録証授与 

 ４年 ○○○○   ５年 ○○○○ 
 ５年 ○○○○   ５年 ○○○○ 

 ５年 ○○○○   ５年 ○○○○ 

 ５年 ○○○○   ６年 ○○○○ 

 ６年 ○○○○   ６年 ○○○○ 

 るり渓資料館２周年記念作品展優秀賞 
 １年 ○○○○  「りゅう」 

 １年 ○○○○  「くま」 

 ２年 ○○○○  「しぜんのはっぱ」 

 ２年 ○○○○  「しぜんのどんぐりたち」 

 ４年 ○○○○  「力走」 

 ４年 ○○○○  「力走」 

 ５年 ○○○○  「もみじ」 

 ５年 ○○○○  「もみじ」 

 ５年 ○○○○  「もみじ」 

 ６年 ○○○○  「情熱」 

 ６年 ○○○○  「情熱」 

 ６年 ○○○○  「情熱」 

 緑化運動ポスター府知事表彰 
 努力賞 ５年 ○○○○ 

 佳作 ５年 ○○○○  ５年 ○○○○ 

 私のアイデア貯金箱コンクール 
 楽しい貯金箱で賞 ４年 ○○○○ 

 南丹病院ギャラリー作品提供 
 ５年 ○○○○ 「普済寺観音堂」  

 農芸高校農芸祭グリーンピックジャンボカボチャ 
 の部 おそかったで賞 ５年 ○○○○ 

  （重さは出品者中最重量） 

 ヒョウタンの部 頑張ったで賞 自然クラブ 

   

○落葉した木が増え、晴れた日は樹間から青空が広

がるようになりました。冬本番間近ですね。 

○インフルエンザは再び猛威をふるい、本校の子ど

もたちに襲いかかろうとしているかのようです。学

期末の大切な時期ですので、学年閉鎖・学校閉鎖を

なんとか回避したいと願っています。各ご家庭にお

かれましては、ご家族がインフルエンザになってし

まわれる場合もあり、子どもの予防にご苦労をおか

けしています。引き続きベストをつくしていただき

ますようお願いいたします。 

○１１月の参観日（学習発表会）へのご参加ありが

とうございました。そのおりの、学校玄関ホールで

の子どもたち全員の作品展が好評で、保護者の皆様

の子どもたちの作品をめぐってのお話に花が咲いて

いました。そこで、１２月４日の参観日にも、玄関

ホールに子どもたち全員のなんらかの作品を展示す

る予定です。お楽しみに。 

○今年度の保護者アンケートは、１学期末と２学

期末の２回実施します。近日中に２学期末のアン

ケートを前回と同じお尋ね内容で実施します。つ

きましては、前回同様「お子様１人について１回

答」をお願いします。皆様のお声は、２学期の本

校教育をふり返り、３学期に生かし、そして来年

度の本校教育推進のための貴重な資料とさせてい

ただきます。よろしくお願いします。 

○与謝野晶子（1878～1942）に「金色こんじきの小

さき鳥のかたちして銀杏ちるなり夕日の岡に」と

いう歌があります。「秋の夕日の岡の上で、黄色

く色づいたイチョウの葉が、まるで金色の小鳥の

ようなかたちをして散っているよ」と絵のような

光景を歌にしています。さて、全校の子どもたち

の５７５作文は、少しずつ個性的に、そして言葉

豊かになってきました。 

 「秋紅葉赤や黄色のお洋服」（○○） 


